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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。迎
え
た
年
が
皆
様

に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
歴
史
に
と
り
ま
し
て
、長

年
の
夢
で
あ
り
ま
し
た「
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
朱
雀
」の
開
所
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し

た
。改
め
て
、皆
様
の
御
高
配・御
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。こ
の
施
設
の
開
設
に
よ
り
ま
し
て
、本
法
人
は
、

本
当
の
意
味
で
、視
覚
等
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
か
ら
高

齢
の
方
ま
で
、自
立
し
た
生
活
や
社
会
参
加
が
支
援
で
き
る
一

貫
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、こ
の
一
貫
体
制
が
真
に
力
を
発
揮
で
き
る
か
ど
う

か
の
正
念
場
の
年
と
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
法
人
で
は
、新
施

設
の
安
定
的
な
経
営
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、施
設・事
業
所
間

の
連
携
を
強
化
し
、必
要
と
さ
れ
る
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

つ
な
げ
て
い
く
一
方
、役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
法
人
の
諸
活

動
を
着
実
に
前
進
さ
せ
て
い
く
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、引
き
続
き
本
法
人
の
取
組
に
御
理
解
と
御
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、年
頭
に
当
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
１
７
年
元
旦    

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス 

理
事
長
　
神
谷 

俊
昭

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
歴
史
に
と
り
ま
し
て
、長

年
の
夢
で
あ
り
ま
し
た「
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト

た
。改
め
て
、皆
様
の
御
高
配・御
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
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特集

あいあい教室プレイルーム　大好きな絵本の時間「ふうせんどこにいったかな？」（撮影：榎並悦子さん）

▼ 「
あ
い
あ
い
教
室 

創
設
40
周
年
」

〜
時
代
を
超
え
て
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
〜    
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視
覚
障
害
の
方
が
、
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら

転
落
し
て
電
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
す
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
ま
だ
ま
だ
絶
え
ま

せ
ん
。
８
月
に
東
京
の
地
下
鉄
で
盲
導
犬

を
連
れ
た
男
性
が
、
10
月
に
は
近
鉄
大
阪

線
で
男
性
が
線
路
に
転
落
し
て
特
急
電
車

に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
ま
し
た
。

　
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
視
覚
障

害
者
の
お
よ
そ
40
％
の
人
が「
転
落
し
た

経
験
が
あ
る
」と
さ
れ
て
お
り
、
欄
干
の
な

い
橋
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
の
ホ
ー
ム
が

多
数
存
在
す
る
の
が
現
状
で
す
。
命
に
か

か
わ
る
大
き
な
問
題
で
、
解
決
に
向
け
て

多
く
の
知
恵
や
力
が
必
要
で
す
。
ホ
ー
ム

ド
ア
設
営
な
ど
、
転
落
を
防
止
す
る
ハ
ー

ド
面
整
備
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
駅
員
や

旅
客
に
よ
る
声
掛
け
も
非
常
に
大
切
な
安

全
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

２０１７年　１月１日発行

②

法
人
報
告

視
覚
障
害
者
の
交
通
安
全
を
守
る
た
め
に

１
日	
事
業
運
営
会
議

９
日	

故
鳥
居
篤
治
郎
先
生
遺
徳
顕
彰
会
鳥
居
賞
伝
達
式

15
日	

事
業
運
営
会
議

26
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
合
同
実
行
委
員
会

27
日	

あ
い
・
ら
ぶ
・
ふ
ぇ
あ
実
行
委
員
会

29
日	

啓
発
活
動
／
京
都
市
営
地
下
鉄
四
条
駅

６
日	

事
業
運
営
会
議

10
日	

白
杖
安
全
デ
ー

11
日	

職
員
研
修
／
部
署
を
知
る(

朱
雀)

（
28
日
）

20
日	

事
業
運
営
会
議

21
日	

法
人
理
事
会

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り

２
０
１
６
年
９
月
〜
２
０
１
６
年
10
月

９
月

10
月

（
２
０
１
６
年
10
月
27
日
付
け「
点
字
毎
日
」掲
載
）

　
そ
こ
で
、
９
月
29
日
に
京
都
市
営
地
下

鉄「
四
条
」駅
構
内
で
、
視
覚
障
害
者
の
交

通
安
全
を
守
る
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
転
落
事
故
の
防
止
に
向

け
て
行
動
を
起
こ
そ
う
と
、
京
都
市
交
通

局
と
京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
と
京
都
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
が
共
催
し
た
も
の
で
す
。
視

覚
障
害
者
が
駅
構
内
や
ホ
ー
ム
を
安
心
し

て
移
動
で
き
る
よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
る

チ
ラ
シ
を
配
り
、ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て
、駅

を
行
き
交
う
人
々
に
訴
え
ま
し
た
。
参
加

者
は
約
40
人
で
、白
杖
を
使
っ
た
り
、盲
導

犬
を
連
れ
た
り
し
て
い
る
人
へ
の
積
極
的

な
声
掛
け
や
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
は

立
た
ず
荷
物
を
置
か
な
い
こ
と
、
盲
導
犬

を
触
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
、
通
行
の

方
々
か
ら
大
き
く
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　
駅
構
内
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に
効
果
的
な

場
所
で
行
え
た
の
も
、
京
都
市
交
通
局
の

方
々
が
使
命
感
･
危
機
感
を
し
っ
か
り
と

持
た
れ
て
積
極
的
に
応
援
を
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
で
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
継
続
し
た
行
動
が
必
須
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
と
も
各
地
で
こ
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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③

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
製
作
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
教
室

賑
わ
っ
た
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
」

今
年
度
も
全
国
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ェ
ア
に
出
展

　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
で
は
情
報
部
門
の
出
し
物
と

し
て
、
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
を
３
階
の
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
壁
い
っ
ぱ
い
に
絵
本
を

並
べ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
風
の
飾
り
付
け
を
行
う
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く

り
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
は
図
書
館
が
開
館
し
て
い

る
時
は
い
つ
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

１
日	
移
動
図
書
館
／
京
田
辺
市
中
央
図
書
館

３
日	

音
訳
初
級
講
座
（
他
７
日
）

７
日	

お
た
の
し
み
会
（
あ
い
あ
い
と
の
合
同
行
事
）
／
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

８
日	

音
訳
中
級
講
座 （
他
２
日
）

10
日	

点
訳
入
門
講
座
（
他
４
日
）

13
日	

点
訳
中
級
講
座
（
27
日
）

15
日	

音
訳
表
現
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
（
20
日
）

14
日	

東
本
願
寺
出
版
部
様
来
館
（
点
字
冊
子
作
成
に
つ
い
て
）

16
日	

点
字
版
選
挙
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
会
議
／
日
本
点
字
図
書
館

21
日	

近
畿
点
字
研
究
会
例
会
／
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

29
日	

京
都
市
道
路
建
設
課
様
来
館
（
京
都
駅
八
条

　
　
　

  

口
広
場
点
字
案
内
板
に
つ
い
て
）

30
日	

改
良
型
点
字
印
刷
機
納
品
／
小
林
鉄
工
所

　

10
月
15
日
と
16
日
の
両
日
、
難
波
御
堂
筋
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ア
に
、出
展
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
や
Ｆ
Ｓ
ト
モ
ニ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
の
ポ
ー
チ
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
２
月
に
発
売
し
た「
点
字
付
き　

お
坊
さ
ん
め
く
り
」

も
好
調
な
売
れ
行
き
で
し
た
。
来
場
者
か
ら
い
た
だ
い

た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
商
品
づ
く
り
な
ど
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
署
報
告

２
０
１
６
年
９
月
〜
２
０
１
６
年
10
月

14
日	

触
読
校
正
者
話
し
合
い

15
日	

全
国
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ェ
ア
出
展
／
難
波
御
堂 

　

            

筋
ビ
ル
（
〜
16
日
）

21
日	

国
立
大
学
法
人
職
員
来
館
（
点
字
試
験
実
施

　
　
　

  

に
つ
い
て
見
学
・
相
談
）

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　
そ
こ
で
、
９
月
29
日
に
京
都
市
営
地
下

鉄「
四
条
」駅
構
内
で
、
視
覚
障
害
者
の
交

通
安
全
を
守
る
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
転
落
事
故
の
防
止
に
向

け
て
行
動
を
起
こ
そ
う
と
、
京
都
市
交
通

局
と
京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
と
京
都
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
が
共
催
し
た
も
の
で
す
。
視

覚
障
害
者
が
駅
構
内
や
ホ
ー
ム
を
安
心
し

て
移
動
で
き
る
よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
る

チ
ラ
シ
を
配
り
、ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て
、駅

を
行
き
交
う
人
々
に
訴
え
ま
し
た
。
参
加

者
は
約
40
人
で
、白
杖
を
使
っ
た
り
、盲
導

犬
を
連
れ
た
り
し
て
い
る
人
へ
の
積
極
的

な
声
掛
け
や
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
は

立
た
ず
荷
物
を
置
か
な
い
こ
と
、
盲
導
犬

を
触
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
、
通
行
の

方
々
か
ら
大
き
く
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　
駅
構
内
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に
効
果
的
な

場
所
で
行
え
た
の
も
、
京
都
市
交
通
局
の

方
々
が
使
命
感
･
危
機
感
を
し
っ
か
り
と

持
た
れ
て
積
極
的
に
応
援
を
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
で
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
継
続
し
た
行
動
が
必
須
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
と
も
各
地
で
こ
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

9 月

9 月

9 月

10月

10月

10月親
子
遠
足
に
行
き
ま
し
た
！

　
10
月
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
親
子
で
遠
足
に
出
か
け

ま
し
た
。
初
め
て
の
電
車
や
、車
椅
子
で
の
バ
ス
乗
車
。

「
大
丈
夫
か
な･･･

」と
ド
キ
ド
キ
の
お
母
さ
ん
。
で
も
、

み
ん
な
で
行
く
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
意
外
と
平
気
。

少
し
く
ら
い
泣
い
て
も
、ス
テ
キ
な
体
験
で
す
。

　
水
・
金
曜
日
の
グ
ル
ー
プ
は
、
下
鴨
神
社
へ
出
か
け

ま
し
た
。
財
布
か
ら
お
賽
銭
を
取
り
出
し
て
お
参
り
。

お
手
製
の“
ど
ん
ぐ
り
ポ
ケ
ッ
ト
”に
、
ど
ん
ぐ
り
を

い
っ
ぱ
い
拾
っ
て
入
れ
ま
し
た
ね
。

　
木
曜
グ
ル
ー
プ
は
、
御
室
仁
和
寺
へ
。
年
中
・
年
長

さ
ん
は
、
御
室
八
十
八
ヵ
所
の
山
登
り
に
挑
戦
。
山
道

や
大
き
な
階
段
も
、が
ん
ば
っ
て
登
り
ま
し
た
よ
。

　

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

リ
ュ
ッ
ク
や
外
で
食
べ
る
お
弁
当
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
体
験
で
き
た
遠
足
で
し
た
！

４
日	

お
父
さ
ん
た
ち
と
遊
ぼ
う
＆
お
母
さ
ん
交
流
会

７
日	

イ
エ
ロ
ー
サ
ブ
マ
リ
ン
お
話
会

13
日	

洛
陽
保
育
園
と
の
交
流

22
日	

京
都
府
立
盲
学
校
見
学
会
（
保
護
者
グ
ル
ー
プ
）

26
日	

個
別
懇
談
／
前
期
ま
と
め・後
期
個
別
支
援
計
画（
〜
11
月
上
旬
）

18
日	

洛
陽
保
育
園
と
の
交
流
／
船
岡
公
園

19
日	

グ
ル
ー
プ
遠
足
／
下
鴨
神
社
・
御
室
仁
和
寺
・

            

八
十
八
ヵ
所
（
〜
21
日
）

25
日	

グ
ル
ー
プ
遠
足
（
雨
天
に
つ
き 

プ
レ
イ
ル
ー
ム
）

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
焼
き
そ
ば
屋

３
日	

音
訳
初
級
講
座
（
他
５
日
）

６
日	

音
訳
中
級
講
座
（
他
２
日
）

８
日	

点
訳
入
門
講
座
（
他
２
日
）

13
日	

点
訳
中
級
講
座
（
他
２
日
）

15
日	

全
国
図
書
館
大
会　
東
京
大
会

17
日	

点
訳
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

18
日	

音
訳
表
現
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会 （
20
日
）

20
日	

第
42
回
全
国
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
大
会
／
熊
本
市
（
〜
21
日
）

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー



　
利
用
者
さ
ん
に
希
望
を
募
り
、
植
物
園
横
に
あ
る「
イ

ン
・
ザ
・
グ
リ
ー
ン
」へ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
に
出
か
け
ま
し
た
。

お
肉
は
も
ち
ろ
ん
オ
ー
ド
ブ
ル
や
デ
ザ
ー
ト
も
楽
し
め

ま
し
た
。

　
す
ぐ
近
所
で
す
が
、
普
段
の
作
業
風
景
と
異
な
る
利

用
者
さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場
を
創
り
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
初
め
て
行
事
に
参
加
さ
れ
た
Ａ
さ
ん
。
以
前
は

他
の
障
害
を
持
た
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
厳
し
い
意
見

を
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
色
ん
な
思
い

で
ト
モ
ニ
ー
を
利
用
し
て
い
る
ん
だ
ね
」と
ぽ
つ
り
。
み

な
さ
ん
と
楽
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
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初
出
展
！
あ
い
丹
後
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

京
都
府
北
部
の
訪
問
訓
練
等
の
ご
縁
で
、
京
都
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
の
ブ
ー
ス
を
初
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
屋

外
で
は
、
海
に
近
い
と
こ
ろ
な
ら
で
は
の
さ
ざ
え
飯
等

の
出
店
や
出
し
物
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
担
当
し
た
ブ
ー
ス
は
、
白
杖
の
使
い
方

に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
方
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
音

声
読
み
上
げ
機
能
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

の
音
声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
機
能
『
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
』
に
驚
き
の

笑
顔
が
た
く
さ
ん
で
、
地
元
の
方
々
と
素
敵
な
ふ
れ
あ

い
が
で
き
ま
し
た
。

４
日	

京
都
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ズ
協
会
手
引
き
講
座

７
日	
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
／
木
津
川
市

７
日　

  
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

14
日	
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
／
京
田
辺
市

15
日	

福
祉
関
係
者
向
け
研
修
会

21
日	

南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
／
長
岡
京
市

26
日	

京
都
府
視
覚
相
談
会
／
京
田
辺
市

28
日	

健
康
相
談

２
日	

目
の
愛
護
デ
ー
／
ゼ
ス
ト
御
池

２
日	

あ
い
丹
後
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
／
京
丹
後
市

６
日	

神
戸
市
、
神
戸
ア
イ
ラ
イ
ト
職
員
施
設
見
学

11
日	

京
都
府
立
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
見
学
・
体
験
会

12
日	

南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
／
京
田
辺
市

13
日	

日
盲
連
機
能
訓
練
事
業
所
実
態
調
査
実
施

19
日	

南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
／
長
岡
京
市

23
日	

京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
同
行
援
護
講
習
職
員
派
遣
（
〜
25
日
）

26
日	

健
康
相
談

26
日	

南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
／
宇
治
市

29
日	

日
本
盲
導
犬
職
員
施
設
見
学

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ

ら
く
ら
く

Ｆ
Ｓ
ト
モ
ニ
ー

５
日	

実
習
生
受
入
／
佛
教
大
学
（
〜
10
月
７
日
）

８
日	

三
線
コ
ン
サ
ー
ト

16
日	

ク
ッ
キ
ン
グ
／
パ
ン
ケ
ー
キ
作
り

27
日	

工
作
／
ハ
ン
ガ
ー
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

28
日	

健
康
相
談

４
日	

テ
ン
ダ
ー
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
出
店  

／
マ
ッ
サ
ー
ジ

６
日	

新
規
入
所
／
１
名

７
日	

工
賃
会
議

14
日	

実
習
受
入
／
佛
教
大
学
（
15
日
）

27
日	

利
用
希
望
者
見
学

28
日	

見
学
受
入
／
京
都
縫
製(

株)

古
布
作
業

30
日	

利
用
者
退
所
／
１
名

６
日	

ら
く
ら
く
運
動
会
（
14
日
）

11
日	

実
習
生
受
入
／
聖
カ
タ
リ
ナ
高
等
学
校
（
〜
24
日
）

18
日	

虐
待
者
防
止
に
係
る
事
業
所
及
び
施
設
従
事
者
研
修
参
加

26
日	

健
康
相
談

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
プ
ラ
バ
ン

31
日	

実
習
生
受
入
／
佛
教
大
学
（
〜
12
月
２
日
）

１
日	

土
曜
日
行
事
（
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
）
／ 

イ
ン
・
ザ
・
グ
リ
ー
ン

７
日	

工
賃
会
議

11
日	

Ｏ
Ａ
講
座
修
了
式

12
日	

利
用
希
望
者
見
学
／
１
名

14
日	

利
用
者
１
名
退
所
（
雇
用
決
定
の
た
め
）

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
オ
ー
プ
ン
・
ト
モ
ニ
ー

31
日	

利
用
希
望
者
見
学
／
１
名

ら
く
ら
く
秋
の
運
動
会

Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た

　
10
月
６
日
と
14
日
に
、
秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る「
ら
く

ら
く
運
動
会
」を
、
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
４
階
あ
け
ぼ
の
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
種
目
は「
玉
入
れ
」「
ボ
ー
ル
送
り
」

「
リ
レ
ー
」。
玉
入
れ
の
カ
ゴ
は
高
さ
の
違
う
も
の
を
用

意
し
、
参
加
す
る
人
に
応
じ
て
入
れ
や
す
い
高
さ
の
も
の

を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ど
の
種
目
も
楽
し
く
全
員

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
動
会
を
終
え
て
、
ゲ
ー
ム
に
負
け
た
利
用
者
さ
ん
が

「
く
や
し
い
な
ぁ
、来
年
は
勝
つ
で
〜
」と
笑
顔
で
話
さ
れ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

9 月

9 月

9 月

10月

10月

10月

鳥
居
寮
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9 月

9 月

10月

10月 ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

相
談
支
援
室
・
ほ
く
ほ
く

２
日	

北
部
自
立
支
援
協
議
会
運
営
会
議
参
加

７
日	
北
部
自
立
支
援
協
議
会
支
援
会
議
参
加

10
日	
北
部
自
立
支
援
協
議
会
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
参
加

15
日	
福
祉
関
係
者
向
け
研
修
会
参
加

16
日	

相
談
支
援
専
門
員
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
参
加

16
日	

京
都
府
虐
待
研
修
参
加

26
日	

北
部
自
立
支
援
協
議
会
児
童
部
会
情
報
交
換
会
参
加

４
日	

人
権
文
化
の
集
い
参
加
（
養
護
）

10
日	

介
護
予
防
教
室
（
養
護
）

12
日	

お
月
見
週
間
（
デ
イ
）（
〜
17
日
）

18
日	

敬
老
会
（
養
護
）

３
日	

北
部
自
立
支
援
協
議
会
児
童
部
会
事
務
局
会
議
参
加

７
日	

北
部
自
立
支
援
協
議
会
運
営
会
議
参
加

13
日	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
研
修
「
精
神
疾
患
」
参
加

13
日	

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
準
備
会
議
参
加

19
日	

北
部
自
立
支
援
協
議
会
虐
待
判
定
会
議
参
加

21
日	

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
研
修
「
精
神
疾
患
」
参
加

８
日	

壬
生
保
育
所
運
動
会
見
学
（
養
護
）

９
日	

民
謡
ク
ラ
ブ
発
表
会
（
養
護
）

10
日	

運
動
会
（
デ
イ
）（
11
日
）

15
日	

介
護
予
防
教
室
（
養
護
）

17
日	

外
食
会
週
間
（
デ
イ
）（
〜
21
日
）

30
日	

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
／
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
販
売

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
修
を

積
ん
で
い
ま
す
！

行
事
も
充
実
し
て
い
ま
す

　
10
月
に
開
催
さ
れ
た「
京
都
市
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
推
進
研
修
」に
参
加
し
ま
し
た
。
内
容
は「
発

達
障
害
の
特
性
理
解
と
そ
の
支
援
」「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
」「
う
つ
病
に
つ
い
て
」で
、医
師
等
か
ら
具
体
的
な
対

応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
日
々
様
々
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
る
中
、
少
し
で
も「
相
談
し
て
よ
か
っ
た
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀
は
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、
気
軽
に

来
て
い
た
だ
け
る
憩
い
の
場
で
す
。
朝
は
皆
さ
ん
揃
っ

て
音
楽
に
あ
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
い
、
ゆ
っ

た
り
と
入
浴
や
機
能
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
触
覚
で

楽
し
め
る
箱
の
中
身
当
て
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

盛
り
上
が
っ
た
り
、
他
に
は
外
食
で
回
転
寿
司
に
行
っ

た
り
、
嵐
山
方
面
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
こ
と
も

あ
り
、楽
し
く
元
気
に
活
動
中
で
す
。

　
ど
の
曜
日
も
、ま
だ
ま
だ
ご
利
用
は
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

第
42
回
視
覚
障
害
者
福
祉
啓
発
事
業

「
あ
い
・
ら
ぶ
・
ふ
ぇ
あ
」

　
今
回
は
幼
少
期
、
青
年
期
、
高
齢
期
に
沿
っ
て
、
く
ら
し
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
展
示
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
大
き
な
注
目
を
集
め
た

リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
女
子
柔
道
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
廣
瀬
順
子
氏
を
お
招
き

し
ま
す（
２
月
４
日
13
時
予
定
）。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
で
あ
の
感
動
を
も
う

一
度
！
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

日
時　

2
月
２
日(

木)

〜
5
日(

日)

　

 

10
時
～
18
時（
最
終
日
の
み
17
時
ま
で
）

　
　

 

大
丸
京
都
店　
６
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
人
た
ち
の
く
ら
し
を
知
ろ
う

〜
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
〜　

第
46
回「
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

利
用
者
の
つ
ど
い
」ご
案
内

　
長
年
、
情
報
部
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
に
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
尺
八
の
師
範
で
あ

り
、
音
訳
指
導
者
と
し
て
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
全
盲
の
安
田
知
博
氏

に「
尺
八
で
い
つ
の
間
に
か
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
題
し
て
、
尺
八
演
奏
と
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

日
時　

３
月
２
日(

木)

13
時
～
16
時

　
　

 

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
４
階
あ
け
ぼ
の
ホ
ー
ル

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、な
る
べ
く
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
先：情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

場
所

 

場
所
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ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
階
段
を
上
り
下
り
し
て
い

る
と
、
２
階
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
楽
し
そ
う
な
ピ

ア
ノ
や
歌
。
あ
い
あ
い
教
室
は
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

内
で
唯
一
子
ど
も
た
ち
が
い
る
部
門
で
す
。
そ

ん
な
あ
い
あ
い
教
室
は
去
る
11
月
27
日
、
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
４
階
あ
け
ぼ
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
40
周

年
記
念
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
０
名

近
い
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
改
め
て
歴
史
の
重

み
を
感
じ
ま
す
。
何
よ
り
あ
い
あ
い
教
室
を
利

用
す
る
親
子
と
職
員
と
が
、
お
互
い
支
え
合
っ
て

き
た
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
の
40
年
で
し
た
。

手
探
り
だ
っ
た
当
初
の
取
り
組
み

　

あ
い
あ
い
教
室
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
た
め
の
教
室
と
し
て
、

１
９
７
６
年
10
月
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
同

様
の
事
業
と
し
て
は
全
国
３
番
目
で
、
ど
う
進
め

て
い
く
か
は
手
探
り
。
20
代
の
女
性
職
員
４
人

が
、
当
時
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
東

京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
長
期
研
修

に
行
っ
た
り
、
自
ら
が
出
産
育
児
を
経
験
し
た
り

し
な
が
ら
作
っ
て
き
た
の
が
今
の
取
り
組
み
の

原
点
で
す
。
髙
橋
弥
生
前
所
長
は「
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」と

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
そ
の
頃
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
く
、
お
母

さ
ん
た
ち
が
情
報
を
得
る
術
も
な
か
な
か
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
に
点
在
し
孤
立
し
て
い
る
お
母

さ
ん
に
手
を
差
し
伸
べ
る
た
め
、
京
都
府
内
の
保

健
所
や
児
童
相
談
所
、
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
府
内
全
域
の
幼
稚
園
・
保
育
所
に『
視
覚
障

が
い
児
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
』を
送
付
し
、
実

態
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
情
報
を
基
に
自
宅
に

訪
問
し
、
相
談
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
の

自
宅
訪
問
は
、
若
い
私
た
ち
に
は
と
て
も
勇
気
が

		

髙
橋
前
所
長
に
聞
き
ま
し
た

「
あ
い
あ
い
教
室
創
設
40
周
年
」

～
時
代
を
超
え
て
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
～

特 
集

40 周年記念誌

40周年記念のつどい	卒園生有志による“40周年あいあいコンサート”



目
の
病
気
が
分
か
っ
た
お
母
さ
ん
の

一
番
不
安
な
時
期
に
寄
り
添
い
た
い

　
あ
い
あ
い
教
室
は「
早
期
支
援
」を
大
切
に
し
、

０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
産
ま
れ
て
す
ぐ
に
で
も
、
目
の
病
気
や
障

が
い
が
わ
か
っ
た
と
き
の
親
子
の
力
に
な
れ
る

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
丁
寧
な
療
育
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
視
覚
障
が
い
は
、
生
後
す
ぐ
に
目

の
病
気
が
分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
お
母
さ
ん
。
最
初
は
、
病

院
や
保
健
師
の
紹
介
、
お
母
さ
ん
同
士
の
つ
な
が

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
で
あ
い
あ
い
教

室
を
知
り
、
連
絡
を
と
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。「
あ

い
あ
い
教
室
の
雰
囲
気
が
温
か
く
て
、
子
ど
も
が

歌
を
歌
っ
て
い
る
だ
け
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
実
感
し
た
。
同
じ
よ
う
な
思
い
で
い
ろ

い
ろ
な
親
子
が
頑
張
っ
て
通
っ
て
い
る
と
い
う

空
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
」と
、
あ
る
お
母
さ
ん
は

話
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
あ
い
教
室
に
は
視
覚
障

京都ライトハウス通信　Ｎｏ．１４８
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要
り
ま
し
た
。
京
都
府
北
部
に
住
む
親
子
の
と

こ
ろ
に
も
、
大
き
な
カ
バ
ン
に
お
も
ち
ゃ
を
い
っ

ぱ
い
詰
め
込
み
出
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
が
楽

し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
を
見
て
、
そ
れ
ま
で
目
の
見
え

な
い
わ
が
子
の
育
児
に
一
人
で
悩
ん
で
い
た
お

母
さ
ん
は
、
次
回
の
訪
問
を
待
ち
望
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
視
覚
障
が
い
当
事
者
の
石
田
全
代
が

ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
お
母
さ
ん
た
ち

の
心
の
支
え
と
な
り
、あ
い
あ
い
教
室
の
事
業
の

充
実
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。」

   

古
川
現
所
長
に
聞
き
ま
し
た

〜「
早
期
支
援
」「
家
族
支
援
」「
啓
発
」が

　
と
て
も
大
切
で
す
〜

が
い
の
子
を
も
つ
お
母
さ
ん
同
士
を
つ
な
ぐ
と

い
う
役
割
も
あ
り
、「
一
人
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
よ
」

と
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
安
心
感
に
つ
な
が

り
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
の
言
葉

　
お
母
さ
ん
た
ち
に「
こ
こ
に
来
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
変
化
は
？
」と
尋
ね
る
と
、「
子
ど
も

の
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
」「
子
ど
も
の
見
え
方

に
気
づ
け
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
お
母
さ
ん
と
お
話

し
で
き
、
自
分
の
気
持
ち
も
出
せ
て
、
も
や
も
や

が
晴
れ
た
」な
ど
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
「
自
分
も
そ
う
だ
か
ら
分
か
る
け
ど
、
親
も
心

の
中
で
泣
い
て
い
る
。『
こ
こ
に
来
た
ら
落
ち
着

け
る
よ
』と
他
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
伝
え
て
あ

げ
た
い
」と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

頭上のパラバルーンに向かって、
思いっきりバンザーイ！

建替で仮移転した高野の
プレイルーム。作った鬼の
お面をかぶってハイポーズ！

たくさんの思い出が
詰まった建替前の
プレイルーム”
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「
啓
発
」の
重
要
性

　

あ
い
あ
い
教
室
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
視
覚
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も
さ

ん
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
京
都
府
内
で

も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
孤
立
し
た
親
子
が
い
た
り
、

ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安

を
抱
え
て
お
ら
れ
た
り
す
る
中
で
、「
視
覚
に
何

か
あ
っ
た
ら
あ
い
あ
い
教
室
が
あ
る
。
通
園
や

訪
問
・
相
談
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
少
し
で

も
広
ま
れ
ば
親
子
の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
う
」と
古
川
所
長
は
啓
発
の
重
要
性
を
訴
え

ま
す
。
視
覚
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
に
不
安
を

持
つ
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
に
理
解
を
求
め
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
あ
い
あ
い
教
室
で
は

園
訪
問
や
、「
視
覚
障
が
い
疑
似
体
験
」も
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

 

あ
い
あ
い
教
室
40
年
の
あ
ゆ
み

１
９
７
６(

Ｓ
51)

年
９
月 

視
覚
障
害
児
母
子
通
園
事
業
開
始

１
９
７
８(

Ｓ
53)

年
４
月
「
た
ん
ぽ
ぽ
つ
う
し
ん
」

（
現
「
あ
い
あ
い
つ
う
し
ん
」）

創
刊

１
９
８
０(

Ｓ
55)

年
４
月
「
あ
い
あ
い
教
室
」
と
命
名

（
目
の“
ｅ
ｙ
ｅ
”と
愛
情
の“
愛
”

に
ち
な
み
名
付
け
る
）

１
９
８
１(

Ｓ
56)

年
４
月
「
父
母
の
会
」
発
足

１
９
８
３(

Ｓ
58)

年
７
月
地
域
の
小
学
校
に
通
う
弱
視
児

の
為
の
「
夏
期
弱
視
訓
練
（
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
）」
開
始

１
９
９
５(

Ｈ
７)

年
２
月

第
１
回
京
都
視
覚
障
害
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
（
京
都
府
立
盲
学
校
・
京

都
市
弱
視
（
ア
イ
リ
ス
）
教
室
・
あ

い
あ
い
教
室
）

２
０
０
３(

Ｈ
15)

年
４
月 

対
象
を
小
学
１
年
生
ま
で
拡
大

２
０
０
４(

Ｈ
16)

年
４
月
給
食
開
始
（
長
年
の
保
護
者
の

要
望
が
実
現
）

２
０
１
１(

Ｈ
23)

年
４
月 

土
曜
療
育
の
開
始

２
０
１
５(

Ｈ
27)

年
７
月
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
検
討

委
員
会
（
全
４
回
）

お
母
さ
ん
任
せ
に
せ
ず
に
、

家
族
み
ん
な
で
理
解
し
て

　
も
う
一
つ
、
あ
い
あ
い
教
室
で
大
切
に
し
て
い

る
の
は
家
族
支
援
で
す
。
保
護
者
の
思
い
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
そ
の
際
、
母
親
だ
け
で
な
く
、
父
親
と
の

関
わ
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
家
族
に“
あ
い

あ
い
教
室
”を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
家
族
み

ん
な
で
子
育
て
を
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
り
、

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
も
ぐ
ん
と
楽
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
夏
に
は
あ
い
あ
い
に
通
園
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
集
ま

り
、
点
字
体
験
や
館
内
探
検
な
ど
で
視
覚
障
が
い

の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
交
流
を
深
め
た
り
す
る

「
き
ょ
う
だ
い
児
の
つ
ど
い
」を
行
い
ま
す
。
秋
に

は「
お
父
さ
ん
た
ち
と
遊
ぼ
う
」と
い
う
行
事
も

あ
り
ま
す
。

　
あ
い
あ
い
教
室
に
は
、
時
代
を
超
え
て
長
年
愛

さ
れ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
た
ち
が
手
作
り
し
た
り
、
市
販
の
も
の

を
使
い
や
す
く
改
良
し
た
り
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
作
業
を
通
じ
て
、
お
父
さ

ん
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

“きょうだい児のつどい”
に集まった仲間で
点字に挑戦

夏はテラスで
お楽しみのプール

ルーペでカブト虫の観察
仲良し3人組で「なにが
　　　　みえる？」

2012年 お父さん 
おもちゃづくりの会



京都ライトハウス通信　Ｎｏ．１４８

⑨

　
あ
い
あ
い
教
室
で
は
、
保
護
者
と
先
輩
保
護
者
と
の
交
流
会
を
開
い
て
お

り
、先
輩
保
護
者
は
、い
つ
も
今
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
す
。ま
た
、巣
立
っ
て
い
っ
た
卒
園
生
の
中
に
は
中
学・高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
っ
て
く
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
在
園
児
や

保
護
者
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
あ
い
あ
い
教
室
を
卒
園
し
現
在
は
中
学
校
に
通
う
田
渕
ゆ
づ

き
さ
ん
が
、11
月
に
職
場
実
習
で
来
ら
れ
た
の
で
、少
し
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

部
活
動
で
吹
奏
楽
部
に
入
り
、
柔
ら
か
い
音
色
の
ホ
ル
ン
を
吹
い
て
お
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
大
き
な
古
時
計
」や「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」も
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。学
校
で
は
授
業
も
楽
し
く
て
、特
に
理
科
が
好
き
な
の
だ
と
か
。

　
在
園
し
て
い
た
頃
は「
こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
、「
教

え
て
も
ら
っ
た
単
眼
鏡
の
使
い
方
は
今
で
も
役
立
っ
て
い
る
」と
話
さ
れ
ま

す
。「
あ
い
あ
い
は
全
盲
で
も
弱
視
で
も
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
必

要
な
こ
と
を
学
べ
る
場
。
そ
の
人
そ
の
人
に
合
っ
た
対
応
を
し
て
も
ら
え
る

と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
」と
力
強
く
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

あ
い
あ
い
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

併
行
し
て
通
っ
て
い
る
保
育
園
や
幼
稚
園

と
の
連
携
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
園
と

の
関
係
が
良
好
な
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に

と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
働
き
、
地
域
で
生
活
し
て
い
く

う
え
で
も
重
要
で
す
。

　
あ
い
あ
い
教
室
は
児
童
福
祉
の
制
度
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、
他

府
県
の
方
も
受
け
入
れ
る
な
ど
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て

き
ま
し
た
。

　
現
場
の
職
員
の
感
覚
は
も
っ
と
自
然
体
で「
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て
、寄

り
添
い
、
向
き
合
い
、
共
に
歩
い
て
い
く
と
い
う
感
覚
。
そ
れ
が
当
た
り
前

の
普
通
の
こ
と
で
、
日
々
が
そ
の
延
長
」だ
と
語
り
ま
す
。
他
方
、「
全
国
的

に
み
て
も
数
少
な
い
事
業
で
あ
り
、
視
覚
障
が
い
乳
幼
児
の
療
育
を
リ
ー
ド

し
、ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
と
い
う
使
命
が
あ
る
と
感
じ
る
」と
も
。

　
ま
た
、「
初
め
て
相
談
に
来
ら
れ
る
と
き
に
は
お
母
さ
ん
も
不
安
で
い
っ

ぱ
い
だ
け
れ
ど
、
そ
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
関
係
を
作

り
、
そ
の
安
心
感
を
ず
っ
と
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
強
い
決
意
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。
そ
こ
に
は
40
年
前
と
変
わ
ら
な
い
、
力
強

く
も
温
か
い
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
、
創
設

の
頃
か
ら
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
つ

な
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※あいあい教室では、障害の害をひらがな表記しております。

子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て
…
こ
れ
か
ら
も

心
強
い
先
輩
方
の
存
在

「いっしょにいこう」
卒園生のお姉さんと公園
へお出掛け

広いプレイルームは私の
お気に入り。「きょうはなに
してあそぶ？」

触る絵本で広がるお話の世界

お父さんたちと遊ぼう＆お母さん交流会　集まった家族みんなでハイポーズ！
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（
株
）イ
シ
ダ

ウ
サ
ギ
ヤ

（
株
）カ
ジ
ヤ
マ
プ
ロ
テ
ー
ゼ

加
藤
博
史

川
上
武
司

京
視
協
分
会

京
都
か
ら
竹
民
謡
会

（
公
財
）京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

京
都
博
愛
会
病
院

京
都
室
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

京
都
府
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

久
我
の
杜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

虹
の
メ
ロ
デ
ィ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
京
都

−

北
山

寿
司
の
む
さ
し

高
橋
夏
江

タ
キ
イ
種
苗（
株
）

あ
す
な
ろ
会

明
日
の
友
誌
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
阪
友
の
会

天
岡
宏

飯
塚
涼
子

生
島
芙
美
江

池
田
孝
嘉

井
後
あ
か
ね

石
川
泰
史

石
田
千
春

一
谷
孝

市
邊
愛
佳

井
上
ジ
ュ
ン

井
上
千
恵
子

井
上
千
嘉

井
上
正
子

今
井
悟

井
本
百
合
子

内
田
主
男

内
田
務

宇
野
宏
美

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
ジ
ョ
ナ
サ
ン

大
空
奈
央

大
谷
八
重
子

大
槻
み
ゆ
き

大
戸
明
美

大
橋
東
洋
彦

岡
野
伊
三
郎

奥
田
ま
さ
子

奥
村
久
子

奥
山
晴
生

海
田
礼
子

梶
原
清
一

片
岡
黎

加
藤
紀
江

鎌
田
啓
子

菊
沢
喜
八
郎

木
瀬
冨
美
子

北
垣
せ
つ
子

北
川
吉
子

北
村
喜
久
子

北
村
貞
人

北
脇
圭
二

木
村
芳
子

京
都
産
業
大
学
新
社
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

京
都
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ-

Ａ
Ｌ
Ｃ

久
世
敏
代

熊
谷
優
花

倉
橋
泰
子

小
松
朝
子

さ
え
ず
り
会

榊
美
智
子

佐
久
間
正
雄

櫻
田
朋
子

佐
渡
和
代

柴
尾
美
幸

柴
田
慶
子

清
水
嵩
平

下
奥
重
望

（
株
）
朱
常
分
店
代
表
取
締

役
社
長
西
廼
直
行

白
坂
澄
夫

城
野
時
一

杉
浦
洋
子

住
山
旦
子

瀬
川
嘉
子

髙
橋
桂
子

谷
口
虹
子

塚
本
慶
子

辻
井
玲
子

辻
謙
一

辻
美
也
子

土
田
泰
子

寺
本
茉
由

点
友
会

東
海
和
子

徳
満
凛
也

鳥
飼
幸
子

長
曽
葉
子

中
台
不
二
子

中
西
博
子

南
條
康
子

西
尾
紀
子

西
島
き
よ
子

西
出
曜
子

西
松
義
夫

西
村
貞
子

永
和
化
成
工
業（
株
）様

梶　
宏
様

京
都
ウ
イ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

（
公
財
）京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金
様

（
株
）サ
ン
工
芸
様

（
株
）創
医
様

塚
本
や
す
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク
様

堤　
明
子
様

任
天
堂（
株
）様

立
命
館
小
学
校
９
期
生
保
護
者
一
同 

代
表
佐
野
秀
男
様

ロ
ー
ム（
株
）様

（
株
）ワ
コ
ー
ル
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

立
見
和
正

富
村
税
理
士
事
務
所

中
野
眼
科
朝
日
会
館
診
療
所

中
橋
彌
光

夏
梅
誠
一

は
く
た
ん
ス
ト
ラ
ッ
プ
制
作
委
員
会

藤
井
和
夫

松
尾
清
三

丸
山
裕
一

蓑
田
忠
博

目
の
愛
護
デ
ー

弓
削
眼
科
診
療
所

吉
田
久
枝

楽
只
自
主
防
災
会

匿
名
５
件

西
村
ゆ
り

野
間
赳
夫

畑
勇
子

林
晃
次

一
松
睦
子

廣
瀬
菜
津
実

廣
田
長
己

福
見
久
代

藤
井
綾
子

藤
田
慧
子

藤
野
つ
る
み

古
川
悟

逸
見
邦
子

堀
田
陽
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
じ

前
田
ふ
じ
子

桝
井
照
子

松
尾
清
三

松
本
す
み
子

松
本
信
郎

的
場
美
恵
子

三
浦
豊
子

三
木
正
子

宮
川
尚
子

宮
永
ま
ゆ
み

（
株
）
ミ
ラ
ノ
工
務
店

村
上
直
子

本
草
野
政
雄

森
初
子

藪
佳
子

山
下
祐
嘉
里

山
田
恭
子

山
西
利
美

横
山
邦
子

吉
田
善
次

朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
あ
い

（
株
）
わ
か
さ
生
活

渡
部
隆
三

和
田
三
重
子

（
５０
音
順
・
敬
称
略
）

２
０
１
６
年
９
月
１
日
〜
２
０
１
６
年
10
月
31
日

寄
付
金　
47
件　
　
１
，７
９
１
，９
６
４
円

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
法
人
本
部

寄
付
金

物
品
寄
付
・
ご
奉
仕

お
れ
い

青
木
英
展

ア
キ
タ
眼
科
医
院

浅
山
孝
彦

天
野
浩
之

池
田
寧
子

五
十
川
静
江

伊
藤
修

い
な
ば
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
稲

葉
純
子

岩
田
眼
科
医
院
岩
田
親
良

岩
間
亜
矢
子

岩
見
眼
科
岩
見
達
矢

上
野
盛
夫

卜
部
公
章

大
内
眼
科

大
江
孝
明

小
國
健
一

奥
村
直
毅

影
山
五
郎

勝
間
寛
治

加
藤
賀
千
雄

加
藤
眼
科
医
院
加
藤
恵
美
子

菊
井
知
彦

吉
川
太
刀
夫

木
下
茂

き
む
ら
眼
科
木
村
徹
志

欅
田
レ
イ
子

久
保
元
里
美

久
山
元

黒
川
義
直

京
阪
空
調
工
業
（
株
）

髙
家
近

河
野
明
美

小
嶋
健
太
郎

櫻
井
一
郎

酒
元
モ
モ
エ

佐
野
眼
科
診
療
所
佐
野
裕
志

佐
野
洋
一
郎

芝
山
眼
科
芝
山
明
子

浄
福
寺
診
療
所
永
原
誠
子

白
枝
順
子

杉
山
ひ
で
子

鈴
木
君
江

鈴
間
潔

関
山
英
一

髙
橋
総
子

髙
橋
義
公

武
田
文
子

竹
村
成
子

多
田
万
砂
子

田
端
節
子

（
医
）
千
原
眼
科
医
院

辻
本
竜
也

綱
木
加
奈
子

百
々
眼
科
診
療
所
百
々
由
加
利

内
藤
き
よ
美

な
か
の
眼
科
中
野
由
起
子

中
見
大
督

中
村
葉

錦
織
房
枝

西
村
久
子

狭
間
直
樹

橋
本
厚
子

長
谷
川
春
夫

平
井
豊

平
松
君
恵

弘
田
ト
モ
子

藤
井
則
之

藤
林
弘
之

本
田
孔
士

ま
さ
み
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
朴
真

紗
美

水
口
幸
一

水
野
雅
文

（
医
）
緑
会
岸
田
正
名

宮
尾
眼
科

山
口
恭
平

山
本
章
雄

山
本
澄
子

弓
削
堅
志

弓
削
経
夫

弓
削
由
佳

横
田
聡

横
出
由
美
子

吉
川
晴
菜

吉
川
雅
子

吉
田
眼
科
医
院
吉
田
雅
子

渡
邉
隆
夫

匿
名
１
件

（
５０
音
順
・
敬
称
略
）　　

２
０
１
６
年
９
月
１
日
〜
２
０
１
６
年
10
月
31
日

後
援
会
費　
45
件　
９
０
，０
０
０
円　
運
営
資
金
等
寄
付
金　
81
件　
７
５
９
，０
０
０
円

後
援
会
費
と
運
営・改
築
寄
付
金
を
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
９
月
１
日
〜
２
０
１
６
年
10
月
31
日

応
援
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
名
前
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
額
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

多
額
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

京
都
医
療
生
活
協
同
組
合
中
野
眼
科
様　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
後
援
会
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浅
井
石
油（
株
）

ア
サ
ヒ
飲
料
販
売（
株
）

（
株
）魚
国
総
本
社
京
都
支
社

（
株
）エ
ー
デ
ィ
ッ
ク
ス
ア
・
デ
ペ
シ
ュ
京
都
八
条
店

（
株
）エ
ス
ア
ー
ル
エ
ム

小
川
珈
琲（
株
）

お
食
事
処
ち
ど
り

（
株
）カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

か
ふ
ぇ
じ
ー
の

関
西
環
境
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
一
財
）関
西
電
気
保
安
協
会
京
都
支
店

（
有
）京
花
園

京
菓
子
處
鼓
月

京
菓
子
舗
佐
藤

京
つ
け
も
の
処
大
こ
う
本
店

京
都
紙
商
事（
株
）

京
の
お
漬
け
も
ん
処
近
為

金
時

ク
サ
カ
自
動
車（
有
）

（
株
）Ｇ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ

（
株
）公
益
社

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ（
株
）

（
株
）コ
ス
ト
ト
レ
ー
ド

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

（
株
）小
林
鉄
工
所

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
エ
イ
リ
ン

サ
ワ
化
粧
品
店

（
株
）サ
ン
工
芸

（
株
）三
光
商
事

参
天
製
薬（
株
）

（
有
）時
代
工
房

（
有
）紫
竹
庵

（
株
）実
業
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
株
）シ
ミ
ズ
・
ビ
ル
ラ
イ
フ
ケ
ア
Ｓ
・
Ｂ
Ｌ
Ｃ
関
西
社

（
株
）杉
原
商
会

寿
し
の
む
さ
し

（
株
）千
本
玉
壽
軒

大
福
餅

大
和
電
設
工
業（
株
）

（
株
）タ
ケ
ウ
チ

ツ
ヅ
キ
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

デ
ジ
カ
メ
プ
リ
ン
ト
激
安
王
ロ
ー
ヤ
ル
23
千
北
店

（
株
）豊
原
電
気
土
木

（
株
）内
藤
建
築
事
務
所

（
有
）Ｎ
Ｏ
Ｗ

（
株
）中
川
工
業
所

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
ａ
ｎ
ｄ
Ｓ
ａ
ｋ
ｅ
ま
ほ
ろ
ば

（
株
）西
村
信
天
堂

パ
ン
工
房
ヒ
ロ

（
有
）ひ
の
で
や
エ
コ
ラ
イ
フ
研
究
所

ふ
く
し
ま
鍼
灸
整
骨
院

（
株
）フ
ジ
タ

ふ
た
ば
書
房
紫
野
店

北
京
亭
北
大
路
本
店

三
井
田
商
事（
株
）

（
株
）ミ
ラ
ノ
工
務
店

メ
ガ
ネ
の
井
上

八
百
仙

山
城
紙
業（
株
）

レ
ク
サ
ス
北
大
路

※
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
の
様
子
に
つ
い
て 　

　
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
２
０
１
６ 

〜
届
け
よ
う
！
絆
の
チ
カ
ラ
〜

　
10
月
30
日
の
晴
天
の
下
、約
１
，２
０
０
人
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
芳
名
を
掲
げ
、あ
ら
た
め
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同・敬
称
略
）
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原
点
に
戻
る

京 
ラ 

の 

窓

　
新
た
な
１
年
を
迎
え
、

こ
の
１
年
の
抱
負
や
今
の
気
持
ち
を

書
き
初
め
風
に
漢
字
で
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
似
顔
絵
も
合
わ
せ
て

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新
た
な
年
を
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
！

初
心
に
も
ど
り
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た

い
で
す
。（
鳥
居
寮
　
久
保
弘
司
）

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
。
何
事
も
前
向
き
に
、

明
る
く
楽
し
く
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

（
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
高
木
美
智
子
）

野
球
指
導
10
年
目
の
年
、
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
い
っ
!!

今
年
は
公
私
と
も
に
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
す
が
、

「
公
」
は
内
緒
（
笑
）（
Ｆ
Ｓ
ト
モ
ニ
ー
　
山
本
征
司
）

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
心
一
新
し
て
仕
事
を
行
う

た
め
に
こ
の
字
を
選
び
ま
し
た
。

（
ら
く
ら
く
　
大
野
木
達
矢
）

「
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
一
筋
に
生
き
る
」。
新
年
の

始
ま
り
に
、
凛
と
し
て
深
く
心
に
響
く
言
葉
で
す
。

（
あ
い
あ
い
教
室
　
冨
田
裕
美
子
）

酉
年
の
「
と
り
」
に
因
み
「
翔
」。
２
拠
点
と
な
っ
た

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
羽
ば
た
く
年
と
な
る
よ
う
、
連
携

よ
く
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。（
法
人
事
務
所
　
北
村
和
子
）

ど
ん
な
時
も
気
の
持
ち
よ
う
で
、
楽
し
い
方
へ
。

そ
ん
な
柔
軟
な
心
で
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
情
報
製
作
セ
ン
タ
ー
　
小
山
佳
代
）

様
々
な
人
・
物
ど
れ
が
欠
け
て
も
社
会
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
を
尊
重
し
、
出
会
い
を
楽
し
め
る

一
年
に
し
た
い
で
す
。（
ほ
く
ほ
く
　
栗
山
拓
也
）

船
岡
か
ら
朱
雀
に
来
て
、
自
分
自
身
原
点
に
戻
り
、

一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
新
し
い
職
員
と
利
用
者
の

方
と
一
緒
に
築
い
て
、
養
護
の
朱
雀
を
盛
り
上
げ

た
い
と
思
い
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。

（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀
　
中
村
優
）

初 

発

多
様
性

氣

笑
門
来
福

大
願
成
就

真
実
一
路

新翔

編
集
後
記　
　
　

あ
い
あ
い
教
室
40
周
年
。
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
と
と
も

に
、
私
達
が
担
う
役
割
と
責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
親
子
み
ん
な
の
心
の

明
か
り
と
な
り
、
希
望
と
な
り
、
愛
さ
れ
、
生
き
つ
づ
け
る
教
室
で
在
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。（
冨
田
裕
美
子
）

　京都ライトハウス（京ラ）は色々な方とのつ
ながりの中で、日々成長させていただいてい
ます。このコーナーではそんなつながりの一
場面をご紹介できればと思います。

　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
本
館
１
階
に
あ
る
用
具
販
売
コ
ー
ナ
ー
。
こ
こ
で
は
、

も
の
を
通
じ
て
人
の
思
い
が
つ
な
が
る
、
そ
ん
な
場
面
に
出
会
え
ま
す
。

例
え
ば
折
れ
た
白
杖
が
持
ち
込
ま
れ
た
ら
、丁
寧
に
修
理
。
ど
う
頑
張
っ

て
も
修
理
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
だ
け
ど
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
と
か

し
て
も
ら
え
る
、と
い
う
利
用
者
さ
ん
の
思
い
に
応
え
た
い
。

　
年
に
２
，
３
回
開
催
し
て
い
る
ミ
ニ
展
示
会﹁
ち
ょ
っ
と
来
て
ミ
ー
﹂

で
は
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。
最
新
の
機
器
を
始
め
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
機
器
が
行

き
慣
れ
た
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
気
軽
に
試
せ
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者

か
ら
は﹁
ま
た
何
か
面
白
い
企
画
を
頼
む
で
﹂と
期
待
の
声
。
担
当
職
員

の
横
田
は
、﹁
用
具
や
便
利
グ
ッ
ズ
を
使
う
こ
と
で
、
生
活
の
質
が
豊
か

に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
﹂と
思
い
を
語
り
ま
す
。﹁
僕
自
身
全
盲
で
す
が
、

接
客
の
際
、
例
え
ば
値
段
や
色
な
ど
を
訊
ね
ら
れ
た
と
き
に
早
く
正
確

に
お
答
え
で
き
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
て
お
く
。
そ
う
い
っ
た
小
さ
な

積
み
重
ね
が
重
要
で
す
﹂

　
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
今
日
も
朗
ら
か
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

つながる京ラ


